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けていこうとする事がゾンタの奉仕活動である、
という力強い報告がありました。
また各エリア第 2回エリアミーティングにおい

ても、ゾンタの存在感を真剣に考えるＬＡＡ委員
会が実行に移され、女性の地位向上に役立つ具体
的な支援方法などを学ぶ機会を与えてくれるプロ
グラムが用意されています。
女性の地位向上に繋がるこの条約を理解するた

めの時間を持ち、私たちが真に理解し、それをク
ラブの奉仕活動に活かせるよう、来期に向けた方
向付けができればと思います。
4月の金沢での第 2回エリアミーティング、5

月のチャリティイベントなど残された一つ一つの
課題に向かって、皆さまと一緒に歩んでいきたい
と思っております。
どうかよろしくお願いいたします。

今年度の活動もあと数カ月を残すのみになりま
した。
国際ゾンタは、2008 年のロッテルダム大会で、

女性の地位向上のためにＬＡＡ（立法意識・支援）
委員会、女性の地位向上のために役立つ奉仕を軸
とする奉仕委員会、会員増強と新クラブ設立を目
的とするＯＭＣ委員会と名称を変え、新しく見直
しをはかりました。
地区も仙台地区大会において、会員にこの 3委

員会の理解をより深めてもらおうと、国際的に認
められている「女性差別撤廃条約」ＳＥＤＡＷ報
告を理解して、それを軸に具体的な奉仕に結びつ

「女性の地位向上」のために
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家森幸男氏講演会

『世界の長寿食文化とは』 家森先生と私の縁は、先生の赤ちゃんのときから始
まります。お母様の正子さんは私の京都平安女学院時
代の大先輩であり友人で、先生がおっぱいを飲んでい
る頃からのお知り合いです。ご立派に成長され、世界
的食物の研究から、功績いっぱいのご生活のようで、
敬愛しております。ますますのご活躍をお祈りしてお
ります。

1937年京都生まれ。京都大学大学院医学研究科博士課程修了。病理学専攻。
現在、京都大学名誉教授、武庫川女子大学国際健康開発研究所所長。
研究分野は食事と健康・寿命の関係で、24年かけて世界 25カ国 61地域の食文
化を調査。
科学技術庁長官賞、日本脳卒中学会賞、杉田玄白賞など数々の賞を受賞。著書は『大
豆は世界を救う』『長寿食世界探検記』『カスピ海ヨーグルトの真実』『食べてなお
す高血圧』など多数。

家森 幸男氏ご経歴

　世界には長寿の地域と短命の地域がある。長寿だったのに、食生活の崩壊により、短命と
なった地域もある。コーカサス地方のグルジアという国は気候が大変温かく、素焼きの壷で
ヨーグルトを作っており、このヨーグルトを飲んでいる人は美しくて若々しい人が多い。
　中国のウイグル族のお年寄りたちも美しい。長寿食の地域の共通点は、女性がきれいだと
いうこと。肌に潤いがある人たちは長生きである。ヨーグルトや大豆をうまく使っている地
域が長寿。日本女性は世界一長寿で、大豆食はすばらしい力がある。
　遺伝子がいいから長寿になれるわけではない。ブラジルやハワイに移住した人たちは、短
命になっている。オーストラリアのアボリジニも今では生活習慣病が多くなって短命になっ
ている。アフリカのマサイ族も1986年ごろは、高血圧の人がほとんどいなかった。
　食塩と脳卒中は密接な関係があり、中国や日本の北陸や東北地方も症例が多い。日本人は
塩分を1日平均12ｇとっているが、これを6ｇにすると、脳卒中は激減する。努力して薄
味に慣れることが大切。食塩をうまく減らすと、胃ガンも減らせることが明らかになっている。
　塩分をとっていても、野菜や果物、ヨーグルトをしっかり食べるとカリウムが腎臓からナ
トリウムの害を追い出してくれる。
　お米を食べる地域も心臓病死が少なく、肥満も少ない。同じカロリーを食べていても、パ
ン食よりも肥満になりにくいことが研究結果でわかってきている。大豆は女性ホルモンの働
きがあり、悪玉コレステロールを減らしてくれる。大豆のイソフラボンが心臓死を減らすこ
とは、世界で初めて私たちが証明した。大豆を食べると世界中の人々が健康になれる。大豆
をとっている地域は長寿の地域である。

講演要旨

家森 幸男先生との思い出 辻 恵美子

長寿食とは何なのか、それが国々の文化や伝統によって異なるものなのか…など、とても興味がありました。
だれもできれば長生きしたい、それも寝たきりではなく、“ピンピン・コロリ”の人生を歩みたいと思ってお
られることと思います。
お話の中で、健康によい食べ物の事例をあげて説明していただいたのには興味深く拝聴いたしました。お酒
の例もあげられ、飲み過ぎではない適度適量のお酒は「百薬の長」とか、私はお酒といえばビール、しかも「ビー
ルはアサヒ」ですので、ビールについて質問いたしました。適度の量で気持ちをほぐし、心広い生活を送りた
いと思っております。食文化について考える機会をもてましたことに感謝いたします。

講演「世界の長寿食文化とは」を聞いて 後藤 安子

我々、「高齢者」に入るメンバーへの、いたわりの気持ちも込めてのご講演と思い、今日からの食生活で実
践しようと決意した次第である。
「葡萄」は、赤ワイン・ポリフェノールの他にも効能は多岐にわたり、殺菌・免疫亢進・疲労回復…etc. と、
海外の長寿国のお話があった。
ふと、山梨県甲府の「ぶどう寺」を訪れたときを想起した。勝沼にあるその寺は、葡萄を手にした薬師如来（国
宝）が本尊。これは、僧行基が夢枕に立った薬師如来の姿を彫った秘仏。以後、葡萄薬園を造って民衆を救い、
栽培法を村人に伝えたのが、甲州葡萄の始まりとなった、と寺の縁起に記されていた。
「葡萄唐草」の伝播も面白い。西アジアには
古代から「不死の生命」の象徴・葡萄信仰があ
り、これが西に渡ってギリシャへ。東に渡って
中国から日本に上陸、法隆寺金堂天蓋にもある
ように奈良時代に大流行したようだ。
洋の東西を問わず「葡萄」がこれまで愛され
珍重されていたとは知らなかった。ワインを飲
むとき、葡萄をつまむとき、この歴史と効能を
思い出したいと思う。

「葡萄」の歴史と効能に新たな発見と驚き
家森名誉教授の講演「世界の長寿食文化とは」から 松 美佐子

2009年11月19日（木）、大阪Ⅰ・大阪Ⅱゾンタクラブの合同例会において、
京都大学名誉教授、武庫川女子大学国際健康開発研究所所長の家森幸男氏に
よる講演が行われました。家森氏のお母様と辻恵美子会員がお知り合いだっ
たというご関係があり、今回の講演が実現しました。
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♢♢♢ 2009年9月〜2010年2月の奉仕活動♢♢♢

国際ゾンタ26地区　第10回地区大会に出席して
  …………………………… エリア 3 エリアディレクター　行岡 陽子

地区大会にて次期26地区指名委員となって
  ………………………………………………… 上田 恵子

奉仕委員長　上田恵子

国際ゾンタ26地区

第10回地区大会
参加報告

期役員の選挙も無事にすみ、成功裡に終了しまし
た。また光栄にもエリア 3 が新入会員数最多で、
地区アワードを戴きました。今後とも更なる発展
を目指して、ご協力の程、よろしくお願いします。

たのは将来のゾンタの事を考えたからです。今は
休んでもよいから時間が取れるようになったらあ
なたの力を出してください」と広瀬会長や役員の
方のお言葉があり、長期休会を認めていただいた
ことを忘れることができません。 

今は主人と私の親達を見送り、三人の子供達も
それぞれの家庭を持ち、皆が健康に恵まれ自分の
為に時間を使えることの幸せに感謝して暮らして
います。このたび 26 地区指名委員としてゾンタの
活動において大切な次のリーダーを選ぶお手伝い
をさせていただくことになりま
した。私を推薦してくださった
鳴門ゾンタクラブ、大阪Ⅰゾン
タクラブにご迷惑をおかけしな
いよう誠心誠意努めたいと存じ
ます。皆様お力添えどうぞよろ
しくお願いいたします。

上記地区大会が、2009年10月1日〜10月3日に、
国際会長 Berrl Sten 様をお迎えして、ガバナー山
本様をホスト、仙台ゾンタクラブをホストクラブ
として仙台市で開催され、参加しました。地区内
全クラブ 46、登録総数は 254 名でした。地区の４
分割後、一堂に会する初めての地区大会でしたの
で、あちこちで友好の輪が広がりました。

内容の主なものは、
・ワークショップにおける国際会長の講演
・地区における LAA 委員会および奉仕委員会

の活動報告
・晩餐会における国際ゾンタへの寄付

等々で、その他盛りだくさんのプログラムや、次

私は 2002 年 6 月にクラブ会長に就任させてい
ただいたが、以後私のゾンタの仕事も増え、それ
につれてゾンタの友人も多くなりました。2004 年
5 月に盛大な大阪Ⅰゾンタクラブ創立 40 周年を会
長として無事終えることが出来たのは、ひとえに
皆様のおかげと感謝し、ホッとしていると、思い
がけず、2006 年 6 月から 2008 年 5 月まで 26 地区
理事・地区会計を仰せつかりました。26 地区すな
わち日本中のお金を管理する仕事は重責で気の重
い緊張の2年間でした。しかし、無事任務終了後は、
地区理事として他のエリアからも招かれ、ゾンタ
の活動もよりよく知ることができ、友人も国内だ
けではなく外国にまで沢山でき、貴重な経験を与
えていただいたとありがたく思っています。 

私のゾンタ歴は長いのですが、10 年程主人の両
親の看病で休会しました。何年も休むのが気がね
で「辞めます」と申し出た時、「若いあなたを入れ

川島隆太教授の
基調講演

地区アワード受賞

今年度奉仕先は下記の通りです。皆様の温かいご協力に感謝します。 

●継続奉仕先 
エチオピア　Addis Ababa Fistula Hospital  ¥ 100,000 

NPO 法人　日本レスキュー協会  ………………… ¥ 100,000 

アフガン友好協会  ………………………………… ¥ 100,000 

大阪ジュニアバンド ………………………………… ¥ 100,000 

特定非営利活動法人　児童虐待防止協会  ……… ¥ 100,000 

大阪歴史博物館　  案内掲示板 3 台  …………… ¥ 100,000 

育徳園　大型乳母車  ……………………………… ¥ 100,000 

阪南市少年少女合唱団  …………………………… ¥　20,000 

災害予備（ハイチにおける暴力撲滅のための寄付）  ¥ 100,000 

（その他）

ライトハウス募金箱を例会場に置き小銭をためて寄付 。

ユニセフへのバザー用物品を寄付し当日参加した。 

●理事会より推薦 
国際ゾンタ　アメリアイヤハート基金  ……………… 1,000ドル 

ローズ基金  …………………………………………… 1,000ドル 

国際奉仕基金  ………………………………………… 3,000ドル 

大阪府男女共生企画  ……………………………… ¥ 100,000 

大阪市女性基金（夕陽丘基金）  …………………… ¥ 100,000 

●新規　 
特定非営利活動法人　アニマルレフュージ関西  ¥ 100,000 

パキスタン　MINEKO SCHOOL  ……………… ¥ 100,000 

盲導犬  ……………………………………………… ¥　50,000

フィスチュラホスピタルへ

育徳園へ大型乳母車を寄贈

大阪歴史博物館へ掲示板を寄贈

大阪府男女共生企画へ
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ました。またこの席上で、フィスチュラホスピタルに、
当クラブからの今年度の寄贈をし、大変喜ばれました。

続いて行われたシンポジウムは、加賀美幸子さん、石
井苗子さんの司会・通訳のもとパネリストとしてエチオ
ピア大使、ハムリンフィスチュラホスピタルの 2 人、中
山道子さん等が立たれ、またエミー賞受賞長編ドキュメ
ンタリー『A Walk to Beautiful』の上映やエチオピアの
ダンスもあり大変有意義で、最後まで紀子様もご臨席さ
れました。

ハムリン医師は、“ロータリー国際理解と平和賞”や
ノーベル賞にも匹敵するといわれる“ライトライブリ
フッド賞（2009 年度）”も受けられています。今日まで
にアディスアベバフィスチュラ病院で治療を受けた患者
さんは、累計 35,000 人にも及んでいます。WHO によれば、
アフリカ・アジアのみならず、世界には、200 万人以上
のフィスチュラ罹患患者があり、数も増えるばかりとか。
女性の尊厳を奪う国際母子衛生問題である産科フィス
チュラの撲滅に今後益々の支援がのぞまれます。

平成 21 年 12 月 19 日（土）に“国際母子衛生・産科フィ
スチュラ撲滅シンポジウム”が東京・千駄ヶ谷の津田ホー
ルでハムリン・フィスチュラグループ 50 周年記念プロ
ジェクトとしてハムリン・フィスチュラ・ジャパン主催
で開催され、山本ガバナー共々招待を受けて参加しまし
た（他に大阪Ⅰ行岡久美子、和歌山ゾンタ浦宗様も参加）。

キャサリン・ハムリン医師・故レジナルド・ハムリン
医師のご夫妻が、エチオピアの女性の悲惨な産科フィス
チュラ（膀胱と子宮や直腸間に漏口が開く）の現状を見
て、その救済のためアディスアベバで産科フィスチュラ
救済に立ち上がられて 50 年、今や支援団体はアメリカ・
オーストラリア・スウェーデン・ニュージーランド・ド
イツをはじめ世界中に広がっています。フィスチュラ・
ジャパン（代表　中山道子さん）は、2005 年に東京で立
ち上げられ、活発に活動しています。

大阪Ⅰゾンタクラブは、2000 年のハワイでの国際大会
におけるハムリン医師の基調講演を聞いたのをきっかけ
として、クラブとして今日まで 9 年間ずっと支援を続け
てきました。

当日は、シンポジウムに先立ちレセプションが開かれ、
非公式ながら秋篠宮紀子様のご臨席のもと、エチオピア
大使・フィスチュラ病院の助産師大学学長、看護師長そ
の他大勢の参加者で賑わい、山本ガバナーがゾンタ代表
としてスピーチをされました。

秋篠宮紀子様は、各代表一人一人に親しくお言葉をか
けられ、一同感激いたしました。私も大阪Ⅰゾンタとフィ
スチュラホスピタルとのかかわり等についてお話いたし

国際母子衛生・産科フィスチュラ撲滅シンポジウムに参加して

委員長　中務 和美

委員長　大西 治代 委員長　永井 隆子

福味真樹紅

企画委員会

親睦委員会 広報委員会

国際国連委員会

左より行岡久美子、行岡陽子、浦宗様（和歌山ゾンタ）、
フィスチュラ助産師大学長ベネット様、看護師長、山本ガバナー

● 2010 年 1 月 21 日　第 3 回企画委員会開催
出席：倉斗会長、大西副会長、税所副会長、
　　　六島、永井、重森、中務

5 月 20 日（木）に催行予定のイベントに関して具体的な事項
を協議、1 月例会において下記事項についての承認を得る。

・朝丘雪路氏を迎えて対談形式で行う。
・トークの相手は同じく宝塚出身の風さやか氏。
・入場料は 4,000 円、会員分担枚数は 12 枚程度。
・チラシ作成その他細部に関しては企画委員会に一任。

●平成 21 年度　第 2 回国際国連委員会
2009年11月19日（木）午後 8 時 30 分〜 9 時 10 分
出席：行岡、徳光、行岡（久）、仁科、倉斗会長
　　　（欠席者：早川）
議題：
1）シスタークラブ〈コーバリス、台北Ⅱ〉にク

リスマスカード送付（大阪Ⅰゾンタメンバー
のサインと集合写真を入れる）

2）フィスチュラ・ジャパンイベント案内
3）今後の委員会活動について　国連関係で参加

できること？　“麻薬・覚せい剤乱用防止キャ
ンペーン”について（行岡（久）会員に調査依頼）

●移動例会準備 
＊ 3 月 18 日（木） 京都・高台寺〜円徳院特別拝

観の後、エキシブ八瀬離宮へ。
　・毎例会に、お誕生会を開催。

● 2009 年９月　　　　
　 NO.59 号　大阪Ⅰゾンタクラブ広報作成後、

全国のゾンタクラブ会長、エリア役員など
63 ヵ所に送付。 

● 2010 年１月　　　　
　 NO.60 号に載せる原稿を募集、 大阪Ⅰゾンタ

クラブの皆様に新年例会で依頼する。 

● 2010 年 2 月 25 日　
　 広報委員会編集会議（長野、税所、水野、松、

永井出席）。

2009 年 12 月、佐々木静子様、上田恵子
様のご紹介にて入会させて頂きました福味
真樹紅と申します。

子育ても一段落し、現在、地元精華町の
社会教育委員として生涯学習施策への提言
などを行っています。また、専ら体力を買
われ、地域のボランティア活動として、小
学校での“土曜日教室の運営”や“登下校
安全サポート活動”、また保育園での“乳幼
児への食の大切さを伝える劇団”に参加し、

支え合いの地域づくりに、微力ながらもお
役に立てればと、日々過ごしております。

この度、大阪Ⅰゾンタクラブに入会させ
て頂くに当たり、私の様な、知識・経験と
もに浅薄な若輩に、その資格が備わってい
るのかと自問致しましたが、有り難くも与
えて頂いた機会です。様々な分野で活躍さ
れている諸先輩方から勉強をさせて頂き、
自分自身の幅を広げ成長できればと存じて
おります。宜しくお願いいたします。 

配付したチラシ

新入会員のことば

委員長　行岡 陽子

●フィスチュラ・ジャパンイベントに参加
　（行岡、行岡（久））〈別掲〉
大阪Ⅰゾンタクラブからのフィスチュラ・ホスピタルへ
の寄付金贈呈並びにクリスマスカードを渡す〈フィス
チュラ助産師大学学長アネット・ベネット様〉

● NPO 法人レスキュー協会より“RESCUE express 
JAPAN”vol32 〜 34 受取。平成 22 年 2 月例会に
NPO 法人日本レスキュー協会来会、大阪Ⅰゾンタク
ラブから寄付金贈呈

国際大会（メルボルン）での写真やクリスマスカード
の交換を通じてシスタークラブとの交歓を行ってい
る。次回の国際大会（サンアントニオ）でも親睦の
時間を持つ予定である。
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〜大阪Ⅰゾンタクラブの会報が60号となりました〜
大阪Ⅰゾンタクラブの会報が、今回で 60号を迎えたことを記念し、
歴代の広報委員長に会報制作の思い出などを語っていただきました。

今、会報を見ると、1992 年 9 月 17 日発行の 25 号から 28 号
の編集後記に「文責上田恵子」と書かれている。自分が広報に
携わった時の会報を見直すと何か愛おしく、当時の思い出が蘇っ
てくる。 

25 号一面のご挨拶は「大阪ゾンタクラブ会長佐々木静子」と
記されている。紙面の大きさも 26 号までは B5 サイズである。
編集会議を開き、「皆様に読み易いよう大きくしたい」と役員会
で提案し、27 号から A4 サイズに変更した。25 号の会長挨拶に
は「大阪ゾンタクラブ会長」と書かれているが 28 号には「大阪
Ⅰゾンタクラブ会長」と書かれている。それは 1994 年 3 月 10
日に大阪Ⅱゾンタクラブが認証されたからである。そして 29 号
からは題字も「大阪Ⅰゾンタクラブ会報」と書き替えられた。
この美しい字体はクラブ創立 15 年を特集した 2 号からである。
当時会員であられた書家の片岡紫江さんにお願いし、現在まで
使われている。ちなみに 1980 年 9 月に発行された創刊号のご
挨拶は「会長川田喜代子」と記されている。こうして改めて読
み返すと、会報はまさにわがクラブの歴史を物語っている。今
は亡き方の文を読むと在りし日のお姿が目に浮かび、懐かしさ
が込み上げてくる。クラブ会長としてリードしてくださった方、
ご寄稿くださった方、そして広報委員としてお忙しい中、会報
制作に尽力を注いでくださった方々のお陰で我がクラブの会報
が今回 60 号を迎えることができた。皆様に深く敬意を表し、ま
すますの発展を祈ります。

私は 1994 年に大阪Ⅰゾンタクラブに入会し、1996
年第 2 副会長と兼務で広報委員会のメンバーとなっ
た。当時の高橋委員長は大変緻密な方で、ご自宅が
近かったこともあって、時にお伺いして校正などい
ろいろご指導を受けた。当時は今と違って手書きの
原稿であったので、校正には苦労した。

1998 年からは、やはり第 1 副会長と兼務で広報委
員長をさせていただいた。当時の永井千代子会長の
方針で、委員会のメンバーがそれまでの 7 人から 3
人と少なくなり、また当時は、大阪活版株式会社（村
上会員のご子息の会社）に印刷を依頼していた関係
上、よく京橋の会社に出掛けて校正するなど負担も
多かった。

ザー、という機械音と共にファクスから延々と用紙が流れ出てく
る。やっと印刷所から会報の下刷りが届いた。今から点検、校正し
て送り返さねば……。

私が編集させていただいたのは 49 号から 52 号。いきなり任され
たものの、戸惑うことも多く、その際川田会員から、以前の会報を

「参考に」と見せていただき、とても有難かったのを覚えている。
まだその頃はパソコンを使いこなせる方が少なく、手書きした原

稿（分かりにくい場合は清書が必要）を印刷所に送り、活字にした
ものを校正するのは大変な作業であった。急に割付が変わり、配布
日時に間に合わせるために、京橋にある印刷所まで出向いたことも
多い。

最近はメールに添付してポンと送り、訂正も簡単に出来るので、
以前のような煩雑さはないと思うが、原稿依頼、編集、文章のチェッ
ク、各ゾンタクラブへの送付など、委員長及び委員各位には大変ご
苦労をかけているようである。今も昔も、そうした苦労が報われる
のは、会報を読んでくださった方々から、会報の体裁や、記事に対
するお褒めの言葉をいただいたとき。大阪Ⅰゾンタクラブ会報の更
なる発展と継続を願いつつ……。

私が広報委員長を受け持ったのは、
広報 53 号から 60 号までである。そ
の間に、メルボルン、ロッテルダムの
2 回の世界大会と１回のモンゴル訪問
があって、広報を読めば懐かしい、貴
重な思い出がよみがえってきて、ゾン
タクラブに入ってよかったと感慨深
く思う。 

ロッテルダム国際大会の時、会場の
スクリーンに、私達の奉仕の映像が映
し出されたときにも、何でもないこと
なのに、無性にうれしかったのを覚え
ている。ただ、反省すべきは、もう少
し、全員参加の広報にすべきではな
かったか、ということである。どうか、
次の広報委員長さま、広い視野のもと
で、気楽に楽しく広報作りをしてくだ
さいませ。

またメンバーの辻様が大切に保存しておられた以
前の会報を送っていただき感激し、良い会報を作り
たいと張り切ったのも昨日のことのように思い出さ
れる。その後 2000 年には会長として、中務委員長の
率いる広報委員会にも出席し、会報作成に参加した。

今、スマートな会報を手にするにつけ、汗を流し
て作った当時の会報が懐かしく、いとおしく思い出
される。ゾンタ歴も浅いあの頃、よくわからないま
ま会報作成に携わって得たものは計り知れない。会
報は、クラブの歴史でもあり、またメンバーの絆と
もなり、発見の場でもある。今後とも大切に育てて
いってほしいと願っています。

2009 年、メンデルスゾーン生誕 200 年を祝し、世界各地でイベ
ントが催され、日本では 12 月にクルト・マズア氏（指揮者）が、
ゲバントハウス弦楽四重奏団及び学術関係者と共に来日、東京、
大阪、金沢等、各地でコンサートやシンポジュームが行われた。

そのイベントの一環として、辻恵美子会員（メンデルスゾーン
基金日本支部名誉理事）が、メンデルスゾーン記念館再建に多大
な貢献をされたことへの感謝の
意として、ライプチヒ市（ドイ
ツ）のユング市長が感謝状と金
のバッジを手渡されました。

この名誉をお祝いすると共
に、益々のご活躍とご健勝を祈
りたい。　　　 （記　中務和美）

慶　祝
辻恵美子会員　ライプチヒ市より功労賞を受賞

会報はクラブの歴史を語る 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　上田 恵子

大阪Ⅰゾンタクラブ会報 60 号を
記念して　　　　　　　行岡 陽子

広報委員長　いま・むかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　中務 和美

広報 60 号を記念して
　　　　　　 永井 隆子

27 号

創刊号

29号

2号



10 11

大阪Ⅰゾンタクラブ

活動報告　2009 年 9 月〜 2010 年 2 月

理事会　
出席 8名　於：大阪Ⅰゾンタクラブ事務所
・7 月例会議事録　訂正・検討
・今年度奉仕先検討結果、全奉仕先承認。

例会　
出席 26名　於：リーガロイヤルホテル（ゴールデンルーム）
・7 月議事録承認　　　　　       
・事務所家賃の交渉結果、年間 76 万円→ 50 万円に。
   向こう 2 年間は現在の事務所にする。
・11 月例会　11/19（木）大阪Ⅱとの合同例会。
・卓話「メンデルスゾーン記念館
  （1997 年復元）を訪問して」
  中務会員

理事会なし

例会　
出席 25名　於：リーガロイヤルホテル（エメラルドルーム）
・9 月議事録承認　
・10 月から事務所家賃値下げ

理事会　
出席 8名　於：大阪Ⅰゾンタクラブ事務所
・10 月例会議事録　訂正・検討
・新入会員候補福味真樹紅氏の入会申込書提示、12 月例会で入会式予定。

9 月 3 日（木）

9 月17 日（木）

10 月1日（木）

10 月15 日（木）

11月 5 日（木）

17:30〜20:00

17:30〜20:00

17:30〜20:00

17:30〜20:00

チャーターメンバー
　貴田茂子さんを偲んで
2009年11月21日、会員の貴田茂子さんが永眠されました。
貴田さんは1965 年設立当初からのチャーターメンバーで、長
きにわたってクラブの中心となって活躍され、多くの人に慕わ
れていました。12 月の例会では全員で黙祷を捧げ、御冥福を
お祈りしました。

チャーターメンバー貴田先生の思い出… ……………………… 佐々木 静子

チャーターメンバー貴田茂子様を偲んで………………………… 上嶋 泰子

貴田茂子先生を偲んで… ……………………………………………… 川田 喜代子

川田喜代子先生のご主人様の悲しいご葬儀の翌朝、
私は思いもかけぬ貴田茂子先生のご逝去の報に接し
た。三日前のゾンタ例会でもお会いし、その時お席
は離れていたが、私は貴田先生とお話したく、先生
のお席に行って暫時お話したばかりである。その貴
田先生のご永眠の報に、私は言葉を失った。

貴田先生と私とは、大阪Ⅰゾンタの二人だけ残っ
ているチャーターメンバーである。四十数年に及ぶ
お付き合いで、素晴らしい先輩であり、心から信頼
できるお姉様であった。

ご一緒に再三中国を旅行した。NHK が入る前の日
本人が殆ど行っていない敦煌にも足を伸ばし、ホテ
ルの部屋もご一緒した。また、インド洋に浮かぶ島
国セイシェル共和国から招待を受けた時も、貴田先
生をお誘いし、思い出深い旅をした。貴田先生は最
近でも、私にあのセイシェル諸島にしかない双子椰

「もしもし貴田先生ですか」とお電話をさせて頂き
ますと、いつも「ちょっと待ってね、テレビを消す
から」と言われて、その後昔話やニュースの事、大
河ドラマの事、それから日本史に発展したりして、
お疲れにならないかと思うくらい四方山話に花を咲
かせました。今でも「はい」と言って出てこられる
ようで、亡くなられたなんて信じられません。

先生のお話はとても楽しくウィットに富んでいて、
その上ご造詣深く、色々と教えていただきました。
ご葬儀に伺った時に初めて先生が 97 歳で亡くなられ
たことを知りました。大阪Ⅰゾンタクラブではチャー
ターメンバーであり、又立派な女医でいらっしゃっ
たのに、とても親切にしていただいて、身に余る光
栄でした。パリでのゾンタ世界大会や、カナダ、ト
ルコへも参りましたが、ベルギーには二人で行き、

貴田先生は関西医大の大先輩です。やはり先輩の
近江恵美子先生とお二人で、チャーター伝達式より
約 4 か月程遅れて大阪Ⅰゾンタクラブへご推薦下さ
り、入会させていただきました。そして、私が 5 代
目のゾンタクラブ会長として創立 15 周年式典を挙行
した折には、まだまだ頼りなかった私を支え、副会
長としてサポートしていただきました。

先生はとにかく頭のよいお方で、それこそ記憶力
抜群、昔のこと、以前のことなど誰よりもよく憶え

子のこと、珍しいゾウガメと美しい白砂の海岸で戯
れた楽しい思い出を懐かしく話しておられた。先生
のご訃報に、私は直ぐ先生のお宅へ駆けつけたい思
いに駆られた。

思えば魔の日曜日であった。その直後に私の一人
娘の夫が急病で救急車で病院へ運ばれたとの報、直
ぐ病院に駆けつける途中の私に、女婿の急死が告げ
られたのである。私は、そうした事態から貴田先生
とのお別れの機会を失い、結婚式にもお招き頂いた
ご令息に、お悔やみとお詫びの手紙をお送りしたの
みである。そうしたせいか、今でも私には貴田先生
のご逝去は信じられず、ゾンタ例会に行けば、また
貴田先生のあの穏やかなお優しいお顔に接せられる
気がしてならない。現在の大阪Ⅰゾンタをしっかり
と支えて下さった貴田先生に、心から有難うござい
ましたと申し上げるばかりである。

ブリュッセル、ブルージュはもとよりアルデンヌ地
方にも旅しました。実は何年か前、先生が「ドイツ
の白鳥の城へ行ってみたい」と言われたので旅行会
社へ申し込んでありましたが、9.11 のテロのためキャ
ンセルを余儀なくされ、とても残念でした。

その他国内旅行やゾンタの例会や諸々の思い出が
ありますが、ご高齢なのに頭がしっかりとされ、記
憶力、性格、体質、気力どれをとっても素晴らしく、
亡くなる二日前にはゾンタの例会に元気で出席され
ていたのに…と、薄着でスマートな先生が大きく口
をあけて笑って目の前にいらっしゃるようです。御
冥福をお祈り申し上げます。

ておられ感心したものです。またユーモアのセンス
もおありでお話がとてもお上手でしたね。ある時、
堺東駅前でチマチョゴリで正装した女の方が近寄っ
てきて、突然何事かしゃべりかけられたので、先生
はびっくりして「私は全然判りません」と身ぶり手
ぶりで断られたところ、とても流暢なはっきりとし
た日本語で「大変失礼しました」と言われたのよ、
と淡々と話された時には、私をはじめ傍らにいたゾ
ンシャンの皆で大笑いしたことも今はなつかしい想
い出です。

また、佐々木静子先生が団長として . 国交回復後
間もない中国へ、更に敦煌までの楽しい旅を私の主
人ともども御一緒させていただきましたね。このよ
うに先生との思い出はつきませんが、先生、どうか
安らかにお眠りくださいませ。そして大阪Ⅰゾンタ
クラブの将来を見守ってくださいませ。御冥福をお
祈りしつつ。
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合同例会　
出席　大阪Ⅰ23名、ゲスト7名　計 30名　　
出席　大阪Ⅱ19名、ゲスト4名　計 23名　総計 53名
於：リーガロイヤルホテル（ゴールデンルーム）
・10 月議事録承認
・10/17（土）今年度奉仕先“アニマルレフュージ関西へ”10 万円寄贈
・講演「世界の長寿食文化とは」家森幸男氏（京都大学名誉教授・現武庫
  川女子大学教授・国際健康開発研究所長　ＷＨＯ循環器疾患専門委員）

理事会　
出席７名　於：大阪Ⅰゾンタクラブ事務所
・11 月例会議事録　訂正・検討
・11/21（土）貴田茂子チャーター会員ご逝去　弔電と供花、参列

例会　
出席 20名　於：リーガロイヤルホテル（ゴールデンルーム）
・11 月例会議事録承認
・黙祷　故貴田茂子チャーター会員
・12/17（木）3 時より　阿倍野区「育徳園」訪問、“乳児用乳母車贈呈”
・クリスマスプレゼント交換

理事会なし

例会　
出席 23名　於：リーガロイヤルホテル（ゴールデンルーム）
・12 月例会議事録承認
・アフガン友好協会寄贈式（代表西垣氏）
・12/19（土）エチオピア　フィスチュラホスピタルへ 10 万円寄贈

理事会　
出席 8名　於：大阪Ⅰゾンタクラブ事務所
・1 月例会議事録　訂正・検討
・指名委員選出について

例会　
出席 23名　於：リーガロイヤルホテル（ゴールデンルーム）

11月19 日（木）

12 月 3 日（木）

12 月17 日（木）

1月7 日（木）

1月 21日（木）

2 月 4 日（木）

2 月18 日（木）

17:00〜20:00

17:30〜19:30

17:30〜19:30

17:30〜19:30

17:30〜19:30

17:30〜19:30

編集後記
広報 53 号から 60 号まで、約 4 年間 8 冊の広報発行に関わることが

でき、良い思い出ができたと喜んでおります。広報委員会を毎回開いて、
集めた原稿を前にして面割りをしたり、出来上がった広報誌を全国の
ゾンタクラブや役員の方に送ったり、忙しいこともありましたが、皆
様のお陰で、ほぼ満足のいく広報誌が出来上がって、感謝しております。

原稿をお寄せくださいました皆様、編集を手伝ってくださったどり
む社の方、ありがとうございました。

広報委員長　永井 隆子
広報委員　　長野 禮子、税所 凉子、水野 光子、松 美佐子

［記録書記　金戸 光子］
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